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「東濃アートめぐり」 参加施設
イベント・企画展情報 東濃の施設をめぐって、アートを楽しみながらスタンプを集めよう！

荒川豊蔵資料館

「桃山と昭和にひらいた華」 
～8月4日／「絵筆の花に
よせて」 8月9日～9月29日

可児市久々利柿下入会352／TEL0574-64-1461
開館時間  9:30～16:00
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）、祝日の翌日

岐阜県現代陶芸
美術館

「コレクション展 明治150年
記念２ 近現代の美濃陶芸 
古 典 復 興 からの 展 開 」

「受贈記念 熊倉順吉展」 
～7月21日／「華めく洋食器 大倉陶園100年の

元改和令「 」化文と史歴 記念事業 コレクション展
やきもののひかり」 8月10日～11月4日
多治見市東町4-2-5（セラミックパークMINO内）
TEL 0572-28-3100／開館時間  10:00～18:00
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）

市之倉さかづき
美術館

「英国教会ステンドグラス
～海を渡った光のわざ～」 

～2020年３月30日／「さかづき展 常設展示」
多治見市市之倉町6-30-1／TEL 0572-24-5911
開館時間  10:00～17:00
休館  火曜（祝日の場合、振替休館有）

可児郷土歴史館

「人間国宝 加藤孝造寄贈
作品展 ２」 7月19日～9月16日

「森氏の東美濃平定」 9月21日
～11月24日

可児市久々利1644-1／TEL 0574-64-0211
開館時間  9:00～16:30
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）、祝日の翌日

土岐市美濃焼伝統
産業会館

「美濃焼伝統工芸士功労者
表彰展」～8月18日／「土岐

市陶芸作家展」／8月20日～10月10日「第35回
美濃焼伝統工芸品まつり」 10月26日・27日
土岐市泉町久尻１４２９－８／TEL 0572-55-5527
開館時間  9:00～16:30／休館  月曜、祝日の翌日

こども陶器博物館

「ミッフィーのまいにち」
 7月20日～10月14日

多治見市旭ヶ丘10-6-67(多治見美濃焼卸センター内)
TEL 0572-27-8038／開館時間  10:00～17:00
休館  月曜、火曜（7月20日～8月31日は無休）

多治見市美濃焼
ミュージアム

「美濃陶芸の明日展2019」
～9月29日／「戦争とやき

ものー代用品・統制品の真実－」 8月1日～9月
16日／「宿場町のやきもの－中山道の歴史をう
つわでたどる－」 10月5日～
多治見市東町1-9-27／TEL 0572-23-1191
開館時間  9:00～17:00
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）

多治見市モザイク
タイルミュージアム

「工場賛歌～成型編」
～9月1日

「今井兼次展 塔とモザイク（仮）」 9月14日～
多治見市笠原町2082-5／TEL 0572-43-5101
開館時間 9:00～17:00
休館 月曜（祝日の場合は翌平日）

土岐市美濃陶磁
歴史館

「東美濃の縄文土器
ー東と西の文化が出会う
場所ー」～9月8日

「郷の木古窯跡群」  9月14日～
土岐市泉町久尻１２６３／TEL 0572-55-1245
開館時間  10:00～16:30
休館  月曜、祝日の翌日

瑞浪市陶磁資料館

「白と黒 灰釉と鉄釉の多
様性」 ～7月15日／「戦時
下のやきもの～舟橋コレ
クション展～」 7月27日～

9月23日／「印判手のやきもの～馬杉コレクショ
ン展～」 10月5日～
瑞浪市明世町山野内1-6／TEL 0572-67-2506
開館時間  9:00～17:00
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）、7月2日

サイエンスワールド

『サイエンスワールド開館
20周年記念 夏休み特別
企画「2019宇宙へ！～無

限の彼方へ思いをはせる～」』 7月20日～9月1日
瑞浪市明世町戸狩54／TEL 0572-66-1151
開館時間  9:00～17:00
休館  月曜、祝日の翌日

熊谷守一つけち
記念館

「守一と庭」 ～9月23日
「油彩画常設展示」

中津川市付知町7713／TEL 0573-83-0050
開館時間  10:00～17:00
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）

中山道広重美術館

「うるわしき女（ひと）たち
－広重描く江戸美人－」 
～7月15日

「水と共に生きる」7月19日～8月18日
「木曽海道六拾九次之内」 8月22日～9月23日
「新版画展－浮世絵版画のその後－巴水・古邨・
深水を中心に－」 9月27日～
恵那市大井町176-1／TEL 0573-20-0522
開館時間  9:30～17:00
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）、祝日の翌日
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東濃アートめぐり
T O N O A R T  T O U R

アートをめぐるスタンプラリー

志野茶碗
銘耶登能烏梅（荒川豊蔵作） 1935年 奈良ホテル蔵

小牧・長久手陣立絵図
（小松寺所蔵、部分）

写真は2018年の様子です

「MoMCAの小さな図工室」は、岐阜県現代陶芸美術館が提案する誰でも気軽に楽しめるワークショップの場です。
展覧会で感じた何かをもとに、あなたも表現してみませんか。

【紙工作】 小会議室 【オーブン陶土】 小会議室

【切り折り紙】 小会議室

【鑑賞ラリー】 展示ホール
「ぎふ美術展 鑑賞ラリー」を通して、
７つの部門の表現を味わおう！
展覧会会期中 常時開催

【プラバン工作】 小会議室

【一点トーク】 展示ホール
出品作品を味わう 対話による鑑賞会
8月20日（火）、21日（水）、22日（木）、
26日（月）、27日（火）
各日14:00～（20分程度） 

心に残った色や形をいかして、
オリジナル栞（しおり）をつくろう！

8月19日（月）、27日（火）／各日10:30～12:00、13:30～15:00

オーブン陶土で
オリジナルメダルをつくろう！

8月20日（火）、26日（月）／各日10:30～12:00、13:30～15:00

8月22日（木）／10:30～12:00、13:30～15:00

心に残った色や形をいかして、
プラバンのメダルをつくろう！

8月21日（水）／10:30～12:00、13:30～15:00

切り折り紙に挑戦。
紙で立体的な生き物をつくろう！

【鑑賞会】 展示ホール
岐阜県美術館の鑑賞プログラム

《Such Such Such》を体験しよう
8月23日（金）
10:30～12:00、13:30～15:00

あんな　　  こんな　     そんな

上記ワークショップのほか、審査員による「作品講評会」や「クロストーク」、作陶体験などアートに関する多彩なイベントを開催します。
※ MoMCAとは・・・岐阜県現代陶芸美術館 “ Museum of Modern Ceramic Art, Gifu” の略称です。

第２回ぎふ美術展
セラミックパークMINO（多治見市東町4-2-5）　入場無料　
2019年8月17日（土）～9月1日（日） 10:00～18:00

（8月17日は14:00開場、最終日は14:30まで）

詳しくはWEBサイトを
ご覧ください。
www.gifu-art.jp

参加無料、随時参加できます

詳しくはWEBサイトを
ご覧ください。
www.gifu-art.jp/art-labo/
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「ぎふ美術展」とは
美術に親しむ県民の裾野を拡大し、県民の創造力、鑑賞力の向上
に寄与するため、創作活動に励む県民に広く発表する機会を提供
する公募展です。

 

映画上映×レクチャー
表面から内面へ－再現から表現へ③
講師 桑原鑛司（Art Award IN THE CUBE企画委員会委員長）
7月13日（土） 13:30～17:00 
高山市民文化会館（高山市）／定員30名／参加費無料

実技講座：写真表現とプロジェクション・マッピング
講師 前田真二郎（情報科学芸術大学院大学［ IAMAS］教授）
7月20日（土） 10:00～17:00
IAMAS（大垣市）／定員12名／参加費500円

アート岐阜城　ポートフォリオレビュー
講師 日比野克彦（岐阜県美術館長）
8月18日（日） 17:00～
長良川うかいミュージアム（岐阜市）／定員15名／参加費無料

描イテ楽シク  見テ素敵‼ ―ゲンダイ水墨画講座―
講師 長谷川喜久（日本画家・名古屋芸術大学教授）
9月14日（土） 13:00～
長良川国際会議場（岐阜市）／定員20名／参加費1,000円

書の創作と観賞
講師 安藤秀川（岐阜女子大学教授・岐阜県書作家協会常任顧問）
9月29日（日） 13:00～15:00
ぎふ清流文化プラザ（岐阜市）／定員20名／500円

光をつかむカタチ
～影をつくるすてきな道具づくりワークショップ～
8月18日（日） 11:00～13:00、14:30～16:00
セラミックパークMINO（多治見市） 
定員 材料が無くなり次第終了／参加費無料

？か何はと」トーア代現「 ーャチクレ×映上画映
－マルセル・デュシャンを巡って－①
講師 桑原鑛司（Art Award IN THE CUBE企画委員会委員長）
10月6日（日） 13:30～17:00 
ぎふ清流文化プラザ（岐阜市）／定員30名／参加費無料

ほとけの由来と文化財保護
講師 籔内佐斗司（彫刻家・東京藝術大学大学院教授）
10月19日（土） 13:30～16:00
古今伝授の里フィールドミュージアム（郡上市）
定員30名／参加費無料

出張、写真の大学
講師 小林のりお（写真家・武蔵野美術大学教授）
11月2日（土） 10:00～15:00
セラミックパークMINO／定員20名／参加費無料

？か何はと」トーア代現「 ーャチクレ×映上画映
－マルセル・デュシャンを巡って－②
講師 桑原鑛司（Art Award IN THE CUBE企画委員会委員長）
11月9日（土） 13:30～17:00 
ぎふ清流文化プラザ（岐阜市）／定員30名／参加費無料
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11月以降の「アートラボぎふ」プログラム

出張版
も　む　かA

A  荒川豊蔵資料館
B  可児郷土歴史館
C  土岐市美濃焼伝統産業会館
D  こども陶器博物館
E  多治見市美濃焼ミュージアム
F   岐阜県現代陶芸美術館／セラミックパークMINO
G　市之倉さかづき美術館
H　多治見市モザイクタイルミュージアム
 I　土岐市美濃陶磁歴史館
J　瑞浪市陶磁資料館  
K　サイエンスワールド　　
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多治見・土岐・瑞浪・可児 恵那・中津川
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  １.「ぎふ美術展（会場：セラミックパークMINO）」の来場または期間中「アートラボぎふ※中面参照」のプログラムに参加。
  ２.  「東濃アートめぐり」参加施設（A～M）で鑑賞。1施設につき応募１口となります。

１と２をめぐって、スタンプを集めてください。参加施設で鑑賞した分が応募口数となります。
スタンプは各施設の受付で押印してください。
参加施設の受付に用紙をお渡しいただくと応募となります。　応募締切10月31日（木）
当選発表は発送をもって代えさせていただきます。また、応募は１人１回となります。

参加方法

マップ

応募

２.「東濃アートめぐり」参加施設

 　※事務局使用欄　受付　　　　　　　　　　　　        　　　　 受付日　　　　月　　　　日

住  所
氏  名 T E L

年 齢 □10代以下　□20代　□30代　□40代□50代　□60代　□70代以上

〒　　　-

今回のスタンプラリーをどこからはじめましたか？   □ぎふ美術展　□アートラボぎふ
□荒川豊蔵資料館　□可児郷土歴史館　□土岐市美濃焼伝統産業会館　□こども陶器博物館　□多治見市美濃焼ミュージアム
□岐阜県現代陶芸美術館　□市之倉さかづき美術館　□多治見市モザイクタイルミュージアム　□土岐市美濃陶磁歴史館
□瑞浪市陶磁資料館 　□サイエンスワールド　□熊谷守一つけち記念館　□中山道広重美術館

（公財）岐阜県教育文化財団　TEL 058-233-8161　岐阜市学園町3-42 ぎふ清流文化プラザ1階　http://www.gifu-art.jp

B

A

1

荒川豊蔵資料館

B
可児郷土歴史館

C
土岐市美濃焼
伝統産業会館

D
こども陶器博物館

E
多治見市

美濃焼ミュージアム

F
岐阜県

現代陶芸美術館

H
多治見市モザイク
タイルミュージアム

I
土岐市

美濃陶磁歴史館

J
瑞浪市陶磁資料館 

K
サイエンスワールド

L
熊谷守一

つけち記念館

M
中山道広重美術館

G
市之倉

さかづき美術館

ぎふ美術展
アートラボぎふ

主催・お問い合わせ

L

M

1 A＋ で1口の応募

で3口の応募1 A B C＋

例

ぎふ美術展 会場

個人情報は、適正に取り扱い、プレゼントの発送及び個人を特定しない統計情報のみに使用します。
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ぎふ美術展
G I F U  A R T  E X H I B I T I O N

東濃アートめぐり
T O N O  A R T  T O U R

2019年7月2日（火）ー10月31日（木）

  岐阜県 東濃地方の
 アートをめぐるスタンプラリー

参加方法
リーフレットを受け取る ▶ スタンプを集める ▶ 応募する

１）選べる岐阜県産品５千円相当   ５名
２）選べる岐阜県産品３千円相当   13名
３）美濃焼夫婦湯飲み（土岐市美濃焼伝統産業会館提供）   2名
４）「東濃アートめぐり」参加施設ペア鑑賞券（各施設提供）
　　＆クリアファイル（サイエンスワールド提供）   30名

アートをめぐるスタンプラリー

東濃地方での「第２回ぎふ美術展」の開催を記念して、
会期中に「ぎふ美術展」に来場または県内で開催されて

ーア濃東「、し加参にムラグロプの」ふぎボラトーア「るい
トめぐり」参加施設でご鑑賞された方の中から抽選で、
岐阜県の名産品などを50名様にプレゼント！
※ご応募いただいた方には先着でオリジナルグッズを
プレゼントします。

抽選で50名様にプレゼント！

「東濃アートめぐり」 参加施設
イベント・企画展情報 東濃の施設をめぐって、アートを楽しみながらスタンプを集めよう！

荒川豊蔵資料館

「桃山と昭和にひらいた華」 
～8月4日／「絵筆の花に
よせて」 8月9日～9月29日

可児市久々利柿下入会352／TEL0574-64-1461
開館時間  9:30～16:00
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）、祝日の翌日

岐阜県現代陶芸
美術館

「コレクション展 明治150年
記念２ 近現代の美濃陶芸 
古 典 復 興 からの 展 開 」

「受贈記念 熊倉順吉展」 
～7月21日／「華めく洋食器 大倉陶園100年の

元改和令「 」化文と史歴 記念事業 コレクション展
やきもののひかり」 8月10日～11月4日
多治見市東町4-2-5（セラミックパークMINO内）
TEL 0572-28-3100／開館時間  10:00～18:00
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）

市之倉さかづき
美術館

「英国教会ステンドグラス
～海を渡った光のわざ～」 

～2020年３月30日／「さかづき展 常設展示」
多治見市市之倉町6-30-1／TEL 0572-24-5911
開館時間  10:00～17:00
休館  火曜（祝日の場合、振替休館有）

可児郷土歴史館

「人間国宝 加藤孝造寄贈
作品展 ２」 7月19日～9月16日

「森氏の東美濃平定」 9月21日
～11月24日

可児市久々利1644-1／TEL 0574-64-0211
開館時間  9:00～16:30
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）、祝日の翌日

土岐市美濃焼伝統
産業会館

「美濃焼伝統工芸士功労者
表彰展」～8月18日／「土岐

市陶芸作家展」／8月20日～10月10日「第35回
美濃焼伝統工芸品まつり」 10月26日・27日
土岐市泉町久尻１４２９－８／TEL 0572-55-5527
開館時間  9:00～16:30／休館  月曜、祝日の翌日

こども陶器博物館

「ミッフィーのまいにち」
 7月20日～10月14日

多治見市旭ヶ丘10-6-67(多治見美濃焼卸センター内)
TEL 0572-27-8038／開館時間  10:00～17:00
休館  月曜、火曜（7月20日～8月31日は無休）

多治見市美濃焼
ミュージアム

「美濃陶芸の明日展2019」
～9月29日／「戦争とやき

ものー代用品・統制品の真実－」 8月1日～9月
16日／「宿場町のやきもの－中山道の歴史をう
つわでたどる－」 10月5日～
多治見市東町1-9-27／TEL 0572-23-1191
開館時間  9:00～17:00
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）

多治見市モザイク
タイルミュージアム

「工場賛歌～成型編」
～9月1日

「今井兼次展 塔とモザイク（仮）」 9月14日～
多治見市笠原町2082-5／TEL 0572-43-5101
開館時間 9:00～17:00
休館 月曜（祝日の場合は翌平日）

土岐市美濃陶磁
歴史館

「東美濃の縄文土器
ー東と西の文化が出会う
場所ー」～9月8日

「郷の木古窯跡群」  9月14日～
土岐市泉町久尻１２６３／TEL 0572-55-1245
開館時間  10:00～16:30
休館  月曜、祝日の翌日

瑞浪市陶磁資料館

「白と黒 灰釉と鉄釉の多
様性」 ～7月15日／「戦時
下のやきもの～舟橋コレ
クション展～」 7月27日～

9月23日／「印判手のやきもの～馬杉コレクショ
ン展～」 10月5日～
瑞浪市明世町山野内1-6／TEL 0572-67-2506
開館時間  9:00～17:00
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）、7月2日

サイエンスワールド

『サイエンスワールド開館
20周年記念 夏休み特別
企画「2019宇宙へ！～無

限の彼方へ思いをはせる～」』 7月20日～9月1日
瑞浪市明世町戸狩54／TEL 0572-66-1151
開館時間  9:00～17:00
休館  月曜、祝日の翌日

熊谷守一つけち
記念館

「守一と庭」 ～9月23日
「油彩画常設展示」

中津川市付知町7713／TEL 0573-83-0050
開館時間  10:00～17:00
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）

中山道広重美術館

「うるわしき女（ひと）たち
－広重描く江戸美人－」 
～7月15日

「水と共に生きる」7月19日～8月18日
「木曽海道六拾九次之内」 8月22日～9月23日
「新版画展－浮世絵版画のその後－巴水・古邨・
深水を中心に－」 9月27日～
恵那市大井町176-1／TEL 0573-20-0522
開館時間  9:30～17:00
休館  月曜（祝日の場合は翌平日）、祝日の翌日
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マップ-F

マップ-J

マップ-K

マップ-L

マップ-M
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マップ-H
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マップ-B

マップ-C

マップ-D

マップ-E

東濃アートめぐり
T O N O A R T  T O U R

アートをめぐるスタンプラリー

志野茶碗
銘耶登能烏梅（荒川豊蔵作） 1935年 奈良ホテル蔵

小牧・長久手陣立絵図
（小松寺所蔵、部分）

写真は2018年の様子です

「MoMCAの小さな図工室」は、岐阜県現代陶芸美術館が提案する誰でも気軽に楽しめるワークショップの場です。
展覧会で感じた何かをもとに、あなたも表現してみませんか。

【紙工作】 小会議室 【オーブン陶土】 小会議室

【切り折り紙】 小会議室

【鑑賞ラリー】 展示ホール
「ぎふ美術展 鑑賞ラリー」を通して、
７つの部門の表現を味わおう！
展覧会会期中 常時開催

【プラバン工作】 小会議室

【一点トーク】 展示ホール
出品作品を味わう 対話による鑑賞会
8月20日（火）、21日（水）、22日（木）、
26日（月）、27日（火）
各日14:00～（20分程度） 

心に残った色や形をいかして、
オリジナル栞（しおり）をつくろう！

8月19日（月）、27日（火）／各日10:30～12:00、13:30～15:00

オーブン陶土で
オリジナルメダルをつくろう！

8月20日（火）、26日（月）／各日10:30～12:00、13:30～15:00

8月22日（木）／10:30～12:00、13:30～15:00

心に残った色や形をいかして、
プラバンのメダルをつくろう！

8月21日（水）／10:30～12:00、13:30～15:00

切り折り紙に挑戦。
紙で立体的な生き物をつくろう！

【鑑賞会】 展示ホール
岐阜県美術館の鑑賞プログラム

《Such Such Such》を体験しよう
8月23日（金）
10:30～12:00、13:30～15:00

あんな　　  こんな　     そんな

上記ワークショップのほか、審査員による「作品講評会」や「クロストーク」、作陶体験などアートに関する多彩なイベントを開催します。
※ MoMCAとは・・・岐阜県現代陶芸美術館 “ Museum of Modern Ceramic Art, Gifu” の略称です。

第２回ぎふ美術展
セラミックパークMINO（多治見市東町4-2-5）　入場無料　
2019年8月17日（土）～9月1日（日） 10:00～18:00

（8月17日は14:00開場、最終日は14:30まで）

詳しくはWEBサイトを
ご覧ください。
www.gifu-art.jp

参加無料、随時参加できます

詳しくはWEBサイトを
ご覧ください。
www.gifu-art.jp/art-labo/
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「ぎふ美術展」とは
美術に親しむ県民の裾野を拡大し、県民の創造力、鑑賞力の向上
に寄与するため、創作活動に励む県民に広く発表する機会を提供
する公募展です。

 

映画上映×レクチャー
表面から内面へ－再現から表現へ③
講師 桑原鑛司（Art Award IN THE CUBE企画委員会委員長）
7月13日（土） 13:30～17:00 
高山市民文化会館（高山市）／定員30名／参加費無料

実技講座：写真表現とプロジェクション・マッピング
講師 前田真二郎（情報科学芸術大学院大学［ IAMAS］教授）
7月20日（土） 10:00～17:00
IAMAS（大垣市）／定員12名／参加費500円

アート岐阜城　ポートフォリオレビュー
講師 日比野克彦（岐阜県美術館長）
8月18日（日） 17:00～
長良川うかいミュージアム（岐阜市）／定員15名／参加費無料

描イテ楽シク  見テ素敵‼ ―ゲンダイ水墨画講座―
講師 長谷川喜久（日本画家・名古屋芸術大学教授）
9月14日（土） 13:00～
長良川国際会議場（岐阜市）／定員20名／参加費1,000円

書の創作と観賞
講師 安藤秀川（岐阜女子大学教授・岐阜県書作家協会常任顧問）
9月29日（日） 13:00～15:00
ぎふ清流文化プラザ（岐阜市）／定員20名／500円

光をつかむカタチ
～影をつくるすてきな道具づくりワークショップ～
8月18日（日） 11:00～13:00、14:30～16:00
セラミックパークMINO（多治見市） 
定員 材料が無くなり次第終了／参加費無料

？か何はと」トーア代現「 ーャチクレ×映上画映
－マルセル・デュシャンを巡って－①
講師 桑原鑛司（Art Award IN THE CUBE企画委員会委員長）
10月6日（日） 13:30～17:00 
ぎふ清流文化プラザ（岐阜市）／定員30名／参加費無料

ほとけの由来と文化財保護
講師 籔内佐斗司（彫刻家・東京藝術大学大学院教授）
10月19日（土） 13:30～16:00
古今伝授の里フィールドミュージアム（郡上市）
定員30名／参加費無料

出張、写真の大学
講師 小林のりお（写真家・武蔵野美術大学教授）
11月2日（土） 10:00～15:00
セラミックパークMINO／定員20名／参加費無料

？か何はと」トーア代現「 ーャチクレ×映上画映
－マルセル・デュシャンを巡って－②
講師 桑原鑛司（Art Award IN THE CUBE企画委員会委員長）
11月9日（土） 13:30～17:00 
ぎふ清流文化プラザ（岐阜市）／定員30名／参加費無料
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11月以降の「アートラボぎふ」プログラム

出張版
も　む　かA

A  荒川豊蔵資料館
B  可児郷土歴史館
C  土岐市美濃焼伝統産業会館
D  こども陶器博物館
E  多治見市美濃焼ミュージアム
F   岐阜県現代陶芸美術館／セラミックパークMINO
G　市之倉さかづき美術館
H　多治見市モザイクタイルミュージアム
 I　土岐市美濃陶磁歴史館
J　瑞浪市陶磁資料館  
K　サイエンスワールド　　

2km
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多治見・土岐・瑞浪・可児 恵那・中津川

熊谷守一つけち記念館

中山道広重美術館
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土岐市
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  １.「ぎふ美術展（会場：セラミックパークMINO）」の来場または期間中「アートラボぎふ※中面参照」のプログラムに参加。
  ２.  「東濃アートめぐり」参加施設（A～M）で鑑賞。1施設につき応募１口となります。

１と２をめぐって、スタンプを集めてください。参加施設で鑑賞した分が応募口数となります。
スタンプは各施設の受付で押印してください。
参加施設の受付に用紙をお渡しいただくと応募となります。　応募締切10月31日（木）
当選発表は発送をもって代えさせていただきます。また、応募は１人１回となります。

参加方法

マップ

応募

２.「東濃アートめぐり」参加施設

 　※事務局使用欄　受付　　　　　　　　　　　　        　　　　 受付日　　　　月　　　　日

住  所
氏  名 T E L

年 齢 □10代以下　□20代　□30代　□40代□50代　□60代　□70代以上

〒　　　-

今回のスタンプラリーをどこからはじめましたか？   □ぎふ美術展　□アートラボぎふ
□荒川豊蔵資料館　□可児郷土歴史館　□土岐市美濃焼伝統産業会館　□こども陶器博物館　□多治見市美濃焼ミュージアム
□岐阜県現代陶芸美術館　□市之倉さかづき美術館　□多治見市モザイクタイルミュージアム　□土岐市美濃陶磁歴史館
□瑞浪市陶磁資料館 　□サイエンスワールド　□熊谷守一つけち記念館　□中山道広重美術館

（公財）岐阜県教育文化財団　TEL 058-233-8161　岐阜市学園町3-42 ぎふ清流文化プラザ1階　http://www.gifu-art.jp
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中山道広重美術館
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さかづき美術館

ぎふ美術展
アートラボぎふ

主催・お問い合わせ

L

M

1 A＋ で1口の応募

で3口の応募1 A B C＋

例

ぎふ美術展 会場

個人情報は、適正に取り扱い、プレゼントの発送及び個人を特定しない統計情報のみに使用します。
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ぎふ美術展
G I F U  A R T  E X H I B I T I O N

東濃アートめぐり
T O N O  A R T  T O U R

2019年7月2日（火）ー10月31日（木）

  岐阜県 東濃地方の
 アートをめぐるスタンプラリー

参加方法
リーフレットを受け取る ▶ スタンプを集める ▶ 応募する

１）選べる岐阜県産品５千円相当   ５名
２）選べる岐阜県産品３千円相当   13名
３）美濃焼夫婦湯飲み（土岐市美濃焼伝統産業会館提供）   2名
４）「東濃アートめぐり」参加施設ペア鑑賞券（各施設提供）
　　＆クリアファイル（サイエンスワールド提供）   30名

アートをめぐるスタンプラリー

東濃地方での「第２回ぎふ美術展」の開催を記念して、
会期中に「ぎふ美術展」に来場または県内で開催されて

ーア濃東「、し加参にムラグロプの」ふぎボラトーア「るい
トめぐり」参加施設でご鑑賞された方の中から抽選で、
岐阜県の名産品などを50名様にプレゼント！
※ご応募いただいた方には先着でオリジナルグッズを
プレゼントします。

抽選で50名様にプレゼント！

「第2回ぎふ美術展」図録見開き_表　2020年 1月 16日 木曜日
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日本画

洋画

彫刻

工芸

書

写真

自由表現

那波多目 功一 （日本画家・日本芸術院会員）

本江 邦夫 （美術評論家・多摩美術大学教授）

池口 史子 （洋画家・日本芸術院会員）

奥谷 博 （洋画家・日本芸術院会員）

黒川 弘毅 （彫刻家・武蔵野美術大学教授）

籔内 佐斗司 （彫刻家・東京藝術大学大学院教授）

樋田 豊郎 （東京都庭園美術館館長）

前田 昭博 （陶芸家・重要無形文化財「白磁」保持者）

島谷 弘幸 （九州国立博物館長）

髙木 聖雨 （書家・大東文化大学教授）

石田 哲朗 （東京都写真美術館学芸員）

小林 のりお （写真家・武蔵野美術大学教授）

椹木 野衣 （美術批評家・多摩美術大学教授）

島 敦彦 （金沢２１世紀美術館館長）

＊ 1辺50cm以上、縦250cm・横200cm以内とする。壁面展示が可能なものに限る。
＊ 額装する場合、額縁の幅は５cm以内とし、作品重量に耐えうる展示用金具をつ
　けること。なお、ガラス、アクリル共に不可とする。

＊ 1辺50cm以上、縦250cm・横200cm以内とする。壁面展示が可能なものに限る。
＊ 額装する場合、額縁の幅は５cm以内とし、作品重量に耐えうる展示用金具をつ
　けること。なお、ガラス不可、アクリル可とする。

＊ 高さ250cm、横・奥行200cm以内（台座含む）、重量１t以内とする。
＊ 一点に荷重が集中する場合は、台座をつけること。

＊ 陶器・磁器・漆・金属・染織・木工・竹工・七宝・革・ガラス・紙・人形・その他とする。
＊ 平面作品については、縦250cm・横200cm以内、立体作品については、高さ
　250cm、横・奥行200cm以内、重量200kg以内とする。
＊ 組作品の場合、個数は問わないが、上記範囲内に収まるように配置すること。
　また、必要に応じて展示用具を添付すること。

＊ 縦250cm・横200cm以内とする。壁面展示が可能なものに限る。
＊ 額装の場合は、ガラス、アクリル共に不可。ただし、篆刻及び半切（1.5尺×5.5尺）
　以下の作品はアクリル可。また、作品重量に耐えうる展示用金具をつけること。
＊ 文字性の有無は問わない。なお、文字性のある作品については必ず釈文をつけ
　ること。

＊ プリント作品については、縦250cm・横200cm以内のパネル張りまたは額装と
　すること。
＊ 組写真の場合、枚数は問わないが、上記範囲内に収まるように配置すること。
＊ 額装する場合は、作品重量に耐えうる展示用金具をつけること。なお、ガラス、
　アクリル共に不可とする。
＊ デジタルデータ作品については、10ＭＢ以下とする。公式ホームページの応
　募フォームからの応募とし、ＪＰＥＧ形式によるものとする。組写真の場合、枚数
　については自由だが、合計50ＭＢ以下とする。

＊ 上記部門に含まれない、または部門をまたがる芸術表現。
＊ 平面・立体問わず、高さ250cm、横・奥行200cm以内、重量１t以内とする。
＊ 映像作品については５分以内とする。ＤＶＤあるいはＢＤ（ブルーレイ･ディスク）
　での応募とし、家庭用ＤＶＤ、ＢＤプレイヤーかつＰＣで再生可能な形式とすること。
　また、映像前後の２秒間に黒味を入れること。

審査員
日本画

洋画

彫刻

工芸

書

写真

自由表現

応募規定
＊ 応募資格：制限ありません
＊ 応募点数：１部門につき１人１点
＊ 応募料：１点につき２，０００円
　ただし、大学生及びこれに準ずる方は１，０００円、
　高校生以下及び障がい者手帳をお持ちの方は無料
※ 高校生以下とは、２０１９年４月１日現在において、高等学校・特別
　 支援学校高等部に在籍または１８歳未満の者を指します。

審査会
２０１９年８月２日（金） セラミックパークＭＩＮＯ

賞
＊ ぎふ美術展賞　各部門１点・記念品
＊ 優秀賞　　　　各部門２点・記念品
＊ 奨励賞　　　　各部門若干数　　

表彰式・開場式
２０１９年８月１７日（土）１３：００～　
セラミックパークＭＩＮＯ

　　

※詳細につきましては応募要項またはぎふ美術展公式ホームページ（http://www.gifu-art.jp）を
　ご覧ください。

作品規格

作品募集
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清流の国ぎふ芸術祭

第2回ぎふ美術展

うまれる。あふれだす。

［部門］日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・自由表現
［応募締切・作品搬入日］
東濃：2019年7月27日（土）～28日（日） セラミックパークMINO
岐阜：2019年7月18日（木）～21日（日） ぎふ清流文化プラザ
飛騨：2019年7月25日（木） 高山市民文化会館

［主催］岐阜県・岐阜県美術館・岐阜県現代陶芸美術館、（公財）岐阜県教育文化財団
［お問い合わせ］（公財）岐阜県教育文化財団　
〒502-0841 岐阜市学園町3-42 ぎふ清流文化プラザ1階
TEL 058-233-8161  FAX 058-233-5811
E-mail gecf@g-kyoubun.or.jp

2019年8月17日（土）～9月1日（日）10：00～18：00
（8月17日は１４：００開場、最終日は１４：３０まで）　
セラミックパークＭＩＮＯ（多治見市東町4-2-5）  入場無料
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清流の国ぎふ芸術祭

第2回ぎふ美術展
清流の国ぎふ芸術祭

2019年8月17日（土）～9月1日（日）10：00～18：00
（8月17日は１４：００開場、最終日は１４：３０まで）　
セラミックパークＭＩＮＯ（多治見市東町4-2-5）  入場無料
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［部門］日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・自由表現

［審査員］
日本画：那波多目功一・本江邦夫／洋画：池口史子・奥谷博
彫刻：黒川弘毅・籔内佐斗司／工芸：樋田豊郎・前田昭博
書：島谷弘幸・髙木聖雨／写真：石田哲朗・小林のりお
自由表現：椹木野衣・島敦彦
［応募締め切り・作品搬入日］
東濃：2019年7月27日（土）～28日（日） セラミックパークMINO
岐阜：2019年7月18日（木）～21日（日） ぎふ清流文化プラザ
飛騨：2019年7月25日（木） 高山市民文化会館

［主催］岐阜県・岐阜県美術館・岐阜県現代陶芸美術館、（公財）岐阜県教育文化財団
［お問い合わせ］（公財）岐阜県教育文化財団　
〒502-0841 岐阜市学園町3-42 ぎふ清流文化プラザ1階
TEL 058-233-8161　www.gifu-art.jp

G I F U  A R T  E X H I B I T I O N

セラミックパークＭＩＮＯ及び現代陶芸美術館では、絵付け体験や作陶体験、感性をくすぐるワークショップなどを開催します。
また、ぎふ美術展と東濃の美術館などを巡ると、抽選で岐阜県の特産品が当たる「アートめぐり」も実施します。

［電車でのアクセス］
東京・大阪方面→名古屋駅でJR中央本線に乗り換え／多治見駅から
○無料シャトルバスを会期中の土・日のみ運行（詳細はHPをご覧ください）
○多治見市コミュニティバス「オリベ観光ルート」→「セラミックパークMINO」下車 ※土・日・祝のみ運行
○東鉄バス「妻木線」・「瑞浪＝駄知＝多治見線」→「セラパーク・現代陶芸美術館口」下車→徒歩約15分

［お車でのアクセス］
〇東海環状自動車道・土岐南多治見ＩＣから約5分
〇中央自動車道・多治見ＩＣから約10分
※駐車場無料・一般車312台収容

清流の国ぎふ芸術祭

第2回ぎふ美術展
うまれる。あふれだす。

8.18
［日］

クロストーク
「椹木野衣×日比野克彦」

テーマ
『創造と鑑賞（つくることとみること）』

13:30～14:30
セラミックパークMINO イベントホール
先着100名程度

作品講評会「自由表現」
15:00～16:00  
セラミックパークMINO 展示ホール

椹木野衣
美術批評家
多摩美術大学教授

日比野克彦
岐阜県美術館館長 椹木野衣

美術批評家
多摩美術大学教授

8.24
［土］

クロストーク
「樋田豊郎×高橋秀治」

テーマ
『魂の不朽の表現としての装飾芸術』

13:30～14:30
セラミックパークMINO イベントホール
先着100名程度

特別企画
「文化勲章受章者 奥谷博講演会」

テーマ
『芸術に終わりなし～挫折をバネに～』

13:30～14:30
セラミックパークMINO イベントホール
先着100名程度

作品講評会「彫刻・工芸」
15:00～16:00  
セラミックパークMINO 展示ホール

樋田豊郎 
東京都庭園美術館館長

高橋秀治
岐阜県現代陶芸美術館
館長

黒川弘毅［彫刻］
彫刻家
武蔵野美術大学教授

樋田豊郎［工芸］
東京都庭園美術館館長

8.25
［日］

作品講評会「日本画・洋画・書」
15:00～16:00  
セラミックパークMINO 展示ホール

奥谷博 
洋画家
日本芸術院会員

木本文平［日本画］
碧南市藤井達吉
現代美術館館長

奥谷博［洋画］
洋画家
日本芸術院会員

島谷弘幸［書］
九州国立博物館長

8.31
［土］

クロストーク
「石田哲朗×前田真二郎」

テーマ
『写真表現の過去・現在』

13:30～14:30
セラミックパークMINO イベントホール
先着100名程度

作品講評会「写真」
15:00～16:00  
セラミックパークMINO 展示ホール

石田哲朗 
東京都写真美術館
学芸員

前田真二郎
情報科学芸術大学院大学

［IAMAS］教授
石田哲朗
東京都写真美術館
学芸員

［お問い合わせ］
（公財）岐阜県教育文化財団　〒502-0841 岐阜市学園町3-42 ぎふ清流文化プラザ1階 
TEL 058-233-8161 FAX 058-233-5811　E-mail gecf@g-kyoubun.or.jp　URL http://www.gifu-art.jp
※7月23日～9月1日はセラミックパークMINO内臨時事務局 TEL・FAX 0572-26-7333

関連プログラム （事前申込不要）

表彰式・開場式　日時：8月17日（土）13：00～　会場：セラミックパークMINO（多治見市東町4-2-5）

G I F U  A R T  E X H I B I T I O N

会期中のイベント
（詳細はHPをご覧ください）

ぎふ美術展 検索

セラミックパーク
 MINO

至東京

至瀬戸

名古屋

名神
高速道路

至大阪
JR東海道本線

東海道新幹線

岐阜 美濃太田

東海環状自動車道（MAGロード）

多治見 土岐市
東町1

多治見IC

東名高速道路

セラパーク・
現代陶芸美術館口

多治見市美濃焼
ミュージアム

土岐IC

土岐JCT 中央自動車道

R19 至中津川

JR中央本線

土岐プレミアム
アウトレット

土岐南
　多治見IC

土岐ヶ丘南

小牧JCT
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2019年8月17日（土）～9月1日（日）10：00～18：00
（8月17日は１４：００開場、最終日は１４：３０まで）　

セラミックパークＭＩＮＯ（多治見市東町4-2-5）  入場無料

第2回ぎふ美術展
清流の国ぎふ芸術祭

［主催］岐阜県・岐阜県美術館・岐阜県現代陶芸美術館、（公財）岐阜県教育文化財団

| 日本画 | 洋画 | 彫刻 | 工芸 | 書 | 写真 | 自由表現 | 

2019年度
文化庁
文化芸術創造拠点
形成事業
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2019年8月17日（土）～9月1日（日）10：00～18：00
（8月17日は１４：００開場、最終日は１４：３０まで）　

セラミックパークＭＩＮＯ（多治見市東町4-2-5）  入場無料

第2回ぎふ美術展
清流の国ぎふ芸術祭

［主催］岐阜県・岐阜県美術館・岐阜県現代陶芸美術館、（公財）岐阜県教育文化財団
［お問い合わせ］（公財）岐阜県教育文化財団　
〒502-0841 岐阜市学園町3-42 ぎふ清流文化プラザ1階
TEL 058-233-8161　www.gifu-art.jp

2019年度
文化庁
文化芸術創造拠点
形成事業

| 日本画 | 洋画 | 彫刻 | 工芸 | 書 | 写真 | 自由表現 | 

日本画

洋画

彫刻

工芸

書

写真

自由表現

那波多目 功一 （日本画家・日本芸術院会員）

本江 邦夫 （美術評論家・多摩美術大学教授）

池口 史子 （洋画家・日本芸術院会員）

奥谷 博 （洋画家・日本芸術院会員）

黒川 弘毅 （彫刻家・武蔵野美術大学教授）

籔内 佐斗司 （彫刻家・東京藝術大学大学院教授）

樋田 豊郎 （東京都庭園美術館館長）

前田 昭博 （陶芸家・重要無形文化財「白磁」保持者）

島谷 弘幸 （九州国立博物館長）

髙木 聖雨 （書家・大東文化大学教授）

石田 哲朗 （東京都写真美術館学芸員）

小林 のりお （写真家・武蔵野美術大学教授）

椹木 野衣 （美術批評家・多摩美術大学教授）

島 敦彦 （金沢２１世紀美術館館長）

＊ 1辺50cm以上、縦250cm・横200cm以内とする。壁面展示が可能なものに限る。
＊ 額装する場合、額縁の幅は５cm以内とし、作品重量に耐えうる展示用金具をつ
　けること。なお、ガラス、アクリル共に不可とする。

＊ 1辺50cm以上、縦250cm・横200cm以内とする。壁面展示が可能なものに限る。
＊ 額装する場合、額縁の幅は５cm以内とし、作品重量に耐えうる展示用金具をつ
　けること。なお、ガラス不可、アクリル可とする。

＊ 高さ250cm、横・奥行200cm以内（台座含む）、重量１t以内とする。
＊ 一点に荷重が集中する場合は、台座をつけること。

＊ 陶器・磁器・漆・金属・染織・木工・竹工・七宝・革・ガラス・紙・人形・その他とする。
＊ 平面作品については、縦250cm・横200cm以内、立体作品については、高さ
　250cm、横・奥行200cm以内、重量200kg以内とする。
＊ 組作品の場合、個数は問わないが、上記範囲内に収まるように配置すること。
　また、必要に応じて展示用具を添付すること。

＊ 縦250cm・横200cm以内とする。壁面展示が可能なものに限る。
＊ 額装の場合は、ガラス、アクリル共に不可。ただし、篆刻及び半切（1.5尺×5.5尺）
　以下の作品はアクリル可。また、作品重量に耐えうる展示用金具をつけること。
＊ 文字性の有無は問わない。なお、文字性のある作品については必ず釈文をつけ
　ること。

＊ プリント作品については、縦250cm・横200cm以内のパネル張りまたは額装と
　すること。
＊ 組写真の場合、枚数は問わないが、上記範囲内に収まるように配置すること。
＊ 額装する場合は、作品重量に耐えうる展示用金具をつけること。なお、ガラス、
　アクリル共に不可とする。
＊ デジタルデータ作品については、10ＭＢ以下とする。公式ホームページの応
　募フォームからの応募とし、ＪＰＥＧ形式によるものとする。組写真の場合、枚数
　については自由だが、合計50ＭＢ以下とする。

＊ 上記部門に含まれない、または部門をまたがる芸術表現。
＊ 平面・立体問わず、高さ250cm、横・奥行200cm以内、重量１t以内とする。
＊ 映像作品については５分以内とする。ＤＶＤあるいはＢＤ（ブルーレイ･ディスク）
　での応募とし、家庭用ＤＶＤ、ＢＤプレイヤーかつＰＣで再生可能な形式とすること。
　また、映像前後の２秒間に黒味を入れること。
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　ただし、大学生及びこれに準ずる方は１，０００円、
　高校生以下及び障がい者手帳をお持ちの方は無料
※ 高校生以下とは、２０１９年４月１日現在において、高等学校・特別
　 支援学校高等部に在籍または１８歳未満の者を指します。
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　ご覧ください。
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作品募集
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清流の国ぎふ芸術祭

第2回ぎふ美術展

うまれる。あふれだす。

［部門］日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・自由表現
［応募締切・作品搬入日］
東濃：2019年7月27日（土）～28日（日） セラミックパークMINO
岐阜：2019年7月18日（木）～21日（日） ぎふ清流文化プラザ
飛騨：2019年7月25日（木） 高山市民文化会館

［主催］岐阜県・岐阜県美術館・岐阜県現代陶芸美術館、（公財）岐阜県教育文化財団
［お問い合わせ］（公財）岐阜県教育文化財団　
〒502-0841 岐阜市学園町3-42 ぎふ清流文化プラザ1階
TEL 058-233-8161  FAX 058-233-5811
E-mail gecf@g-kyoubun.or.jp

2019年8月17日（土）～9月1日（日）10：00～18：00
（8月17日は１４：００開場、最終日は１４：３０まで）　
セラミックパークＭＩＮＯ（多治見市東町4-2-5）  入場無料
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2019年8月17日（土）～9月1日（日）10：00～18：00
（8月17日は１４：００開場、最終日は１４：３０まで）　
セラミックパークＭＩＮＯ（多治見市東町4-2-5）  入場無料
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［部門］日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・自由表現

［審査員］
日本画：那波多目功一・本江邦夫／洋画：池口史子・奥谷博
彫刻：黒川弘毅・籔内佐斗司／工芸：樋田豊郎・前田昭博
書：島谷弘幸・髙木聖雨／写真：石田哲朗・小林のりお
自由表現：椹木野衣・島敦彦
［応募締め切り・作品搬入日］
東濃：2019年7月27日（土）～28日（日） セラミックパークMINO
岐阜：2019年7月18日（木）～21日（日） ぎふ清流文化プラザ
飛騨：2019年7月25日（木） 高山市民文化会館

［主催］岐阜県・岐阜県美術館・岐阜県現代陶芸美術館、（公財）岐阜県教育文化財団
［お問い合わせ］（公財）岐阜県教育文化財団　
〒502-0841 岐阜市学園町3-42 ぎふ清流文化プラザ1階
TEL 058-233-8161　www.gifu-art.jp

G I F U  A R T  E X H I B I T I O N

セラミックパークＭＩＮＯ及び現代陶芸美術館では、絵付け体験や作陶体験、感性をくすぐるワークショップなどを開催します。
また、ぎふ美術展と東濃の美術館などを巡ると、抽選で岐阜県の特産品が当たる「アートめぐり」も実施します。

［電車でのアクセス］
東京・大阪方面→名古屋駅でJR中央本線に乗り換え／多治見駅から
○無料シャトルバスを会期中の土・日のみ運行（詳細はHPをご覧ください）
○多治見市コミュニティバス「オリベ観光ルート」→「セラミックパークMINO」下車 ※土・日・祝のみ運行
○東鉄バス「妻木線」・「瑞浪＝駄知＝多治見線」→「セラパーク・現代陶芸美術館口」下車→徒歩約15分

［お車でのアクセス］
〇東海環状自動車道・土岐南多治見ＩＣから約5分
〇中央自動車道・多治見ＩＣから約10分
※駐車場無料・一般車312台収容

清流の国ぎふ芸術祭

第2回ぎふ美術展
うまれる。あふれだす。

8.18
［日］

クロストーク
「椹木野衣×日比野克彦」

テーマ
『創造と鑑賞（つくることとみること）』

13:30～14:30
セラミックパークMINO イベントホール
先着100名程度

作品講評会「自由表現」
15:00～16:00  
セラミックパークMINO 展示ホール

椹木野衣
美術批評家
多摩美術大学教授

日比野克彦
岐阜県美術館館長 椹木野衣

美術批評家
多摩美術大学教授

8.24
［土］

クロストーク
「樋田豊郎×高橋秀治」

テーマ
『魂の不朽の表現としての装飾芸術』

13:30～14:30
セラミックパークMINO イベントホール
先着100名程度

特別企画
「文化勲章受章者 奥谷博講演会」

テーマ
『芸術に終わりなし～挫折をバネに～』

13:30～14:30
セラミックパークMINO イベントホール
先着100名程度

作品講評会「彫刻・工芸」
15:00～16:00  
セラミックパークMINO 展示ホール

樋田豊郎 
東京都庭園美術館館長

高橋秀治
岐阜県現代陶芸美術館
館長

黒川弘毅［彫刻］
彫刻家
武蔵野美術大学教授

樋田豊郎［工芸］
東京都庭園美術館館長

8.25
［日］

作品講評会「日本画・洋画・書」
15:00～16:00  
セラミックパークMINO 展示ホール

奥谷博 
洋画家
日本芸術院会員

木本文平［日本画］
碧南市藤井達吉
現代美術館館長

奥谷博［洋画］
洋画家
日本芸術院会員

島谷弘幸［書］
九州国立博物館長

8.31
［土］

クロストーク
「石田哲朗×前田真二郎」

テーマ
『写真表現の過去・現在』

13:30～14:30
セラミックパークMINO イベントホール
先着100名程度

作品講評会「写真」
15:00～16:00  
セラミックパークMINO 展示ホール

石田哲朗 
東京都写真美術館
学芸員

前田真二郎
情報科学芸術大学院大学

［IAMAS］教授
石田哲朗
東京都写真美術館
学芸員

［お問い合わせ］
（公財）岐阜県教育文化財団　〒502-0841 岐阜市学園町3-42 ぎふ清流文化プラザ1階 
TEL 058-233-8161 FAX 058-233-5811　E-mail gecf@g-kyoubun.or.jp　URL http://www.gifu-art.jp
※7月23日～9月1日はセラミックパークMINO内臨時事務局 TEL・FAX 0572-26-7333

関連プログラム （事前申込不要）

表彰式・開場式　日時：8月17日（土）13：00～　会場：セラミックパークMINO（多治見市東町4-2-5）

G I F U  A R T  E X H I B I T I O N

会期中のイベント
（詳細はHPをご覧ください）

ぎふ美術展 検索

セラミックパーク
 MINO

至東京

至瀬戸

名古屋

名神
高速道路

至大阪
JR東海道本線

東海道新幹線

岐阜 美濃太田

東海環状自動車道（MAGロード）

多治見 土岐市
東町1

多治見IC

東名高速道路

セラパーク・
現代陶芸美術館口

多治見市美濃焼
ミュージアム

土岐IC

土岐JCT 中央自動車道

R19 至中津川

JR中央本線

土岐プレミアム
アウトレット

土岐南
　多治見IC

土岐ヶ丘南

小牧JCT
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2019年8月17日（土）～9月1日（日）10：00～18：00
（8月17日は１４：００開場、最終日は１４：３０まで）　

セラミックパークＭＩＮＯ（多治見市東町4-2-5）  入場無料
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［主催］岐阜県・岐阜県美術館・岐阜県現代陶芸美術館、（公財）岐阜県教育文化財団

| 日本画 | 洋画 | 彫刻 | 工芸 | 書 | 写真 | 自由表現 | 
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文化庁
文化芸術創造拠点
形成事業
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2019年8月17日（土）～9月1日（日）10：00～18：00
（8月17日は１４：００開場、最終日は１４：３０まで）　

セラミックパークＭＩＮＯ（多治見市東町4-2-5）  入場無料
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［主催］岐阜県・岐阜県美術館・岐阜県現代陶芸美術館、（公財）岐阜県教育文化財団
［お問い合わせ］（公財）岐阜県教育文化財団　
〒502-0841 岐阜市学園町3-42 ぎふ清流文化プラザ1階
TEL 058-233-8161　www.gifu-art.jp

2019年度
文化庁
文化芸術創造拠点
形成事業

| 日本画 | 洋画 | 彫刻 | 工芸 | 書 | 写真 | 自由表現 | 

「第2回ぎふ美術展」図録見開き_表　2020年 1月 16日 木曜日



「第2回ぎふ美術展」図録見開き_表　2020年 1月 16日 木曜日



「第2回ぎふ美術展」図録見開き_表　2020年 1月 16日 木曜日



「第2回ぎふ美術展」図録見開き_表　2020年 1月 16日 木曜日


